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Ⅴ．特記事項 

 

1．健康科学大学クリニックとの連携 

 平成 18(2006)年 9月 15 日、地域医療への貢献と学生の臨床実習が実施できる教育研究

施設とすることを目的に「健康科学大学クリニック（健康科学大学リハビリテーションク

リニックを名称変更）」を開院した。 

 本クリニックは、富士北麓地区では数少ないリハビリテーションに重点を置く医療機関

として、理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士等が連携して様々な障害に対しリハビリ

テーションを行っている。平成 20(2008)年度から訪問リハビリテーション、平成

21(2009)年度から通所リハビリテーションの実施及び発達障害児に対するリハビリテーシ

ョンを強化している。また、山梨大学医学部等より医師の応援を得て、整形外科と内科の

他に小児神経科の診療を行っている。特に、地域のニーズに応えるため、小児神経科には

発達障害の専門医と臨床心理士及び発達障害専門の職員を配置して診療及びリハビリテー

ションを行っている。発達障害児の専門医療機関が少ないこともあり、遠方からの受診者

が多くなっている。このような背景から、本クリニックの地域医療への貢献度は、ますま

す増している。 

 一方、学生の臨床実習が実施できる教育研究施設としての役割は、延べ人数で年間約

800 人の臨床実習生を受け入れ、大学との人事交流を行うなど、学生の臨床実習の場とし

て非常に質の高いものとなっている。このように、「健康科学大学クリニック」の開設に

よって大学近隣での実習が可能となり、学生の実習負担も軽減され、極めて有益な場とな

っている。 

 以上は、クリニックを有する本学の強みであり、本学の特色である。 

 


